
【目的】

わが国において、親子関係を含む子どもを

取り巻く家庭環境は、核家族の増加や家族の

少数化、女性の有職率の増加、家事労働の外

部化、住宅事情の変化など、社会文化的背景

の急激な変化に直面している。このような家

庭の機能、家族の役割の変化が、子どもの成

長発達に何らかの影響を及ぼしているのでは

ないかと思われる。

子どもにとって日常生活での家族との関わ

りは大きく、子どもの人間形成上、家族との

コミュニケーションは重要な意味をもつ。食

事は毎日高頻度でかかわる行動であるため、

他の生活行動に比べ、家族が共に行う機会の

多い行動である。高校生は経済的には親に依

存している状況である。しかし、発達課題で

は、分離、独立の過程にあり、行動範囲や精

神的視野は拡大し、友人との関係も活発とな

り、家庭にいる時間そのものが短くなってく

る。したがって家族との関わりは小・中学生

のころに比べ小さくはなるが、家族関係が良

く、自分の育ってきた家庭を楽しいと認知し、

親への信頼感が存在している高校生は心が安

定しているといわれている1）。

子どもたちの健康問題について、多少なり

とも家族関係の影響があることが諸研究によ

り明らかにされているが、小・中学生と比べ

高校生を対象にした研究は少ない1）－7）。そこ

で本研究では、高校生を対象に健康を食生活

との関わりからとらえ、家族関係と食行動、

および家族関係と食事満足度からみた食生活

との関連を明らかにし、家族関係が良好な高

校生の食生活の特徴を検討することにした。

一方、家族関係を客観的に捉えることは難

しく、わが国では、家族関係を診断する測定

道具の数は少なく、その開発がかなり遅れて

いる。その点、アメリカではすでに家族関係

を測定する多くの道具が開発されてきてい

る。そのなかでも、Olson、Sprenkle、＆
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高校生における家族関係と食行動、食事満足度からみた食生活との関連を明らかにする

ことを目的とし、高校生に対する健康・栄養教育のあり方を家族関係との関わりで検討し

た。宮城県の高校生649名を対象に、食行動、食事満足度、家族関係に関する質問紙調査

を行った。家族機能測定尺度の項目について点数化し、バランス群（268名）、中間群

（241名）、極端群（140名）に群分けした。バランス群は極端群に比べ以下の特徴が見ら

れた。１．バランス群は、食事づくり、朝食の摂取、朝食の共食、家族との会話が積極的

に行われ、食行動の積極性を示す得点においても有意に高かった。食物摂取頻度について

バランス群は魚介類、淡色野菜、果物、海藻の摂取頻度が高い者が多く、全体的な食物摂

取バランスを示す得点においても有意に高かった。２．食事満足度についてバランス群は

食生活満足感、食事の楽しさ、食事のおいしさ、食生活への関心を強く感じているものが

多く、全体的な食事満足度を示す得点においても有意に高かった。以上の結果から家族関

係が良好な者の方が食行動、食事満足度からみた食生活は良好であると考えられた。

Key words：高校生、家族関係、食生活、食事満足度、食行動



Russell（1979）によって、家族機能を評価

す る た め に 開 発 さ れ た 円 環 モ デ ル

（Circumplex Model）と、その測定道具であ

る自己報告式の質問紙FACESⅢ（Family

Adaptability and Cohesion Evaluation ScaleⅢ）

が、家族研究者や家族療法家の間で注目され、

その日本語版が開発されている8）－11）。従って、

今回はFACESⅢを家族関係を捉える指標と

して使用することにした。

【方法】

2002年４月に宮城県の男女共学の県立高

校２校に対して質問紙調査を実施した。有効

回答者数は、649名（１年生302名、２年生231

名、３年生116名）で男子314名、女子335名

だった。調査内容は食行動、食物摂取状況、

食事満足度、家族関係に関してなどである。

食行動については足立の食行動モデル12）に

基づいて、食事をつくる行動、食べる行動、

食生活を営む力を形成したり伝承したりする

行動に３分類し、食事をつくる行動として

「家における食事の準備や料理（手伝いも含

む）」、食べる行動として「朝食の摂取」、「朝

食時における家族との共食」、「夕食時におけ

る家族との共食」、食生活を営む力を形成し

たり伝承したりする行動として「健康や栄養

についての家族との情報交換」をとりあげた。

食物摂取状況は10食品群から食物摂取頻度

を把握した。食事満足度は先行研究13）－16）を

参考に、「食生活への全体的な満足感」、「食

事の楽しさ」、「食事のおいしさ」と「食事の

自己評価」、「食生活への関心」を質問した。

家族関係の項目については家族機能測定尺

度を用いた。家族機能測定尺度は、草田・岡

堂が、オルソンらのFACESⅢを和訳して作

成したものである8）－11）。

円環モデル（図１）は凝集性、適応性、コ

ミュニケーションの３つの次元から構成され

ている。凝集性は家族メンバーが互いにもつ

情緒的なつながりと定義され、情緒的な結び

つき、連合、意思決定、時間、空間、友人、

趣味と余暇などの変数によって測定される。

凝集性は高低の度合いによって４つのレベル

に分けられている。すなわち、凝集性が非常

に低いレベル（遊離）、低いレベルから中間

のレベル（分離）、中間のレベルから高いレ

ベル（結合）、非常に高いレベル（膠着）で

ある。凝集性の中間のレベル（分離と結合）

では、家族機能が最もよく働くのに対し、極

端なレベル（遊離と膠着）は、家族機能が適

切に働かないとされている。

適応性は家族に状況的危機や発達的危機が

あった場合に、家族システムの勢力構造や役

割関係などを変化させる能力と定義され、リ

ーダーシップ、統制、しつけ、話合い、役割

関係、きまりなどの変数によって測定される。

適応性も凝集性と同じく、高低の度合いによ

って４つにわけられ、極端なレベルでは、家

族のライフサイクルを通して問題が多く、中

間のレベルでは家族機能が適切に働くとされ

ている。

コミュニケーションは、凝集性と適応性の

両次元を促進させる働きをもち、話題の一貫

性、尊敬と信頼、明確さ、表現の自由、コミ

ュニケーション技法などの変数によって測定
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される。コミュニケーションは凝集性と適応

性がうまく機能するように促進的な働きをす

る次元なので、凝集性と適応性のように円環

モデル上には図示されない。

家族機能測定尺度の得点について、凝集性

尺度得点は奇数番号の項目の合計点とし、適

応性尺度得点は偶数番号の項目の合計点とし

た。選択肢は５段階で、まったくない１点か

らいつもある5点までとした。

統計的検定はχ２検定、あるいはｔ検定を

用いた。

【結果および考察】

１．家族機能測定尺度について

家族機能測定尺度の得点について、凝集性

と適応性に分けて、20の各項目について得

点の平均と標準偏差を示した（表１）。

凝集性と適応性のそれぞれの合計点によ

り、凝集性、適応性の各次元を低いレベルか

ら高いレベルまで４段階に分けた（表２）。

これらを組み合わせて16のタイプに分類し、

図１の円環モデルにアルファベットで示した

ように位置付けすることができる。正方形の

角（ＨＡ、ＨＤ，ＥＡ，ＥＤ）は凝集性、適

応性ともに、レベルが非常に高い、あるいは

非常に低い、つまり極端なタイプということ

になる。このタイプを極端群とした。中央の

円（ＧＢ，ＧＣ，ＦＢ，ＦＣ）は、凝集性、

適応性ともに、レベルが標準的であり、バラ

ンスがとれているタイプということになる。

このタイプをバランス群とした。外側の円

（ＧＡ，ＦＡ，ＨＢ，ＨＣ，ＧＤ，ＦＤ，Ｅ

Ｂ，ＥＣ）は極端群とバランス群の中間に位

置しているので、中間群とした。

この円環モデルにしたがって、バランス群、

中間群、極端群に群分けした（表３）。本研究

では、特徴がはっきりしているバランス群と、

極端群をとりあげて、比較することにした。

２．対象者の特性について

性別をみると、バランス群は女子が多く、

主観的健康感については、「健康である」と

感じているものがバランス群に多く、また、

健康に対する家族の協力についてもバランス

群の方が協力的である者が多かった。昼食の

内容は、バランス群は「手づくり弁当」を食

べている割合が多く、コンビニの利用頻度は

低かった。また、家族構成については差はみ

られず、両群とも「核家族世帯」が約半数を

占めていた（表４）。

３．食行動について

食事づくりでは「週１，２回」、「月１，２

回」食事づくりに参加するものがバランス群

は多く、朝食を「ほぼ毎日食べている」はバ
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大項目 小項目 得点 合計

凝集性 盧 私の家族は、困った時、家族の誰かに助けを求める。
蘯 家族は、自分の友人を気に入っている。
眈 私の家族は、みんなで何かをするのが好きである。
眄 家族の方が、他人よりもお互いに親しみを感じている。
眤 私の家族では、自由な時間は、家族と一緒に過ごしている。
眥 私の家族は、お互いに密着している。
眛 家族で何かをする時は、みんなでやる。
眸 私の家族は、みんなで一緒にしたいことがすぐに思いつく。
睚 私の家族では、何かを決める時、家族の誰かに相談する。
睫 家族がまとまっていることは、とても大切である。

2.7±1.0
3.5±1.0
2.5±1.2
3.1±1.2
2.6±1.1
2.9±1.2
2.5±1.0
2.0±1.0
2.7±1.1
3.6±1.2

28.0±7.6

適応性 盪 私の家族では、問題の解決には子どもの意見も聞いている。
盻 私の家族は、子どもの言い分も聞いてしつけをしている。
眇 家族を引っ張っていく者は、状況に応じて変わる。
眩 私の家族では、問題の性質に応じて、その取り組み方を変えている。
眞 私の家族は、しかり方について親と子で話し合う。
眦 私の家族では、子どもが自主的に物事を決めている。
眷 家族の決まりは、必要に応じて変わる。
睇 私の家族では、家事・用事は、必要に応じて交代する。
睨 私の家族では、みんなを引っ張っていく者が決まっている。
睛 私の家族では、誰がどの家事・用事をするか決まっている。

2.5±1.1
2.8±1.1
2.4±1.2
2.9±1.1
1.8±1.0
3.0±1.1
2.5±1.1
2.5±1.2
2.6±1.1
3.1±1.2

26.5±5.3

表１．家族機能測定尺度の得点

平均±標準偏差
n＝649

合計点 人数

凝集性 Ａ　遊離
Ｂ　分離
Ｃ　結合
Ｄ　膠着

10～24
25～31
32～38
39～50

223
215
145
66

適応性 Ｅ　硬直
Ｆ　構造化
Ｇ　柔軟
Ｈ　無秩序

10～23
24～28
29～34
35～50

187
223
192
43

表２．家族機能測定尺度の分類

バランス群
中間群
極端群

表３．群分け
268名（41.3％）
241名（37.1％）
140名（21.6％）

計 649名（100％）



ランス群が92.9％と多く、朝食の共食の状況

についても、「週４，５回以上」がバランス

群の方に多かった。家族と栄養や健康のこと

について会話をしているかについては、「ほ

とんど話さない」がバランス群27.7％と低い

割合だった。これら食行動に関する項目につ

いて最も積極的な回答を４点、やや積極的な

回答を３点、やや消極的な回答を２点、最も

消極的な回答を１点として、個人別に合計し

食行動得点を算出したところ（最高20点）、

バランス群の平均は14.7点、極端群の平均は

13.3点とバランス群の方が有意に高かった

（表５）。

夕食の共食については差がみられなかった

が、バランス群の方が朝食の共食頻度の高さ

や食事づくりへの参加の積極性が示された。

このことから、バランス群のこれらの食行動

が家族との関わりをより深め、家族関係の良

好さへとつながっているのではないかと考え

られる。

４．食物摂取頻度について

バランス群の方が摂取頻度が高かった食品

群は、魚介類、緑黄色野菜、淡色野菜、果物

だった。各食品群について食行動得点と同様

の方法で点数化し、個人別に合計して食物摂

取頻度得点を算出したところ（最高40点）、

バランス群の平均は27.6点、極端群の平均は

25.7点となり、有意にバランス群の方が高か

った（表６）。

食物摂取状況を今回は容易に回答できる形

式の食物摂取頻度で調査し、その結果、バラ

ンス群の方が食物摂取状況は全体的に良好で

あるということがわかった。また、食物摂取

頻度得点の高い者は健康の自己評価が高く、

朝食の欠食も少ないと門田17）が報告してい

るが、本研究においても同様の傾向を示した。

５．食事満足度について

食生活満足度については「とても満足して

いる」がバランス群で40.4％と多く、食事の
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対象者の特性に関連した項目
家族関係

群間差バランス群
n＝268

極端群
n＝140

性別 男子
女子

42.5
57.5

52.9
47.1

＊

高校 Ｓ高校
Ｆ高校

53.4
46.6

43.6
56.4

家族構成 核家族
三世帯
四世帯以上
その他

52.6
44.4
3.0
0.0

52.9
45.0
1.4
0.7

主観的健康感 とても健康
やや健康
あまり健康でない
健康でない

32.1
48.9
16.8
2.2

20.7
48.5
22.9
7.9

＊＊

健康に対する家族
の協力

とても協力的
やや協力的
あまり協力的でない
協力的でない
わからない

30.2
51.5
6.7
0.0
11.6

22.9
31.3
12.9
4.3
28.6

＊＊＊

昼食の内容 手作り弁当
購入したもの
学食
その他

96.0
2.6
0.7
0.7

86.4
7.9
5.7
0.0

＊＊＊

コンビニの
利用頻度

週４、５回以上
週２、３回
週１回
ほとんど利用しない

12.7
39.1
28.4
19.8

21.4
43.6
22.9
12.1

＊

ファーストフード
の利用頻度

週４、５回以上
週２、３回
週１回
ほとんど利用しない

0.4
7.9
39.0
52.7

1.4
7.1
42.1
49.4

表４．対象者の特性

各項目の群間差　χ2検定
***:p<0.001
**:p<0.01
*:p<0.05

食行動に関連した項目
家族関係

群間差バランス群
n＝268

極端群
n＝140

食事づくり ほぼ毎日
週１、２回
月１、２回
ほとんどない

16.5
31.9
28.8
22.8

17.1
25.7
17.9
39.3

＊＊

朝食摂取 ほぼ毎日食べる
週２、３回食べる
週１回位食べる
ほとんど食べない

92.9
3.0
1.5
2.6

81.0
10.2
1.5
7.3

＊＊

朝食の共食 週４、５回以上
週２、３回位
週１回位
ほとんどない

44.5
14.6
10.1
31.0

30.2
14.4
2.9
52.5

＊＊＊

夕食の共食 週４、５回以上
週２、３回位
週１回位
ほとんどない

70.4
18.4
6.7
4.5

65.4
18.0
7.2
9.4

家族との会話 よく話す
少し話す
あまり話さない
ほとんど話さない

6.7
34.9
30.7
27.7

6.5
15.2
24.6
53.7

＊＊＊

食行動得点
平均±標準偏差

14.7±2.7 13.3±3.1 ＊＊＊

最も積極的な回答を４点、やや積極的な回答を３点、やや消極的な回答を２点、最
も消極的な回答を１点とし個人別に算出。最高20点。

各項目の群間差　χ2検定
食行動得点についてはｔ検定
***:p<0.001
**:p<0.01

表５．食行動

％ ％ ％ ％



楽しさ、食事のおいしさについてもバランス

群の方が満足度の高い者が多かった。また、

食事の自己評価では群間差はみられなかった

が、食生活への関心では、バランス群に関心

がある者が多かった。食事の満足度に関する

項目について食行動得点と同様の方法で点数

化し、個人別に合計して食事満足度得点を算

出したところ（最高20点）、バランス群の平

均は15.8点、極端群の平均は14.8点と、有意

にバランス群の方が高かった（表７）。

食の楽しみや満足感をいかに得ていくかと

いう心理的側面の問題は重要であり、より望

ましい食生活とは食事満足度の高い食生活と

考えられる18）。したがってバランス群は食事

満足度からみても、また前述の食物摂取状況

を含めた食行動の良好さからみても、望まし

い食生活であるということがいえる。

以上の結果について、バランス群の特徴を

表８にまとめた。

対象者の特性では、バランス群は極端群に

比べ、女子が多く、健康であると感じている

ものの割合が高かった。また、昼食に手作り

弁当を食べている者も多く、それに関連して

いるとも考えられるが、コンビニの利用頻度

の少ない者がバランス群の方に多いという特

徴があった。食行動の面では、バランス群が

極端群に比べ、全体的に積極的な者が多いと

いうことが食行動得点から分かった。また、

食物摂取頻度からみても、バランス群の方が

極端群より、食物摂取状況が良好な者が多い
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表６．食物摂取頻度

食品群
家族関係

群間差バランス群
n＝268

極端群
n＝140

肉類 ほぼ毎日食べる
週３回以上
週１、２回
ほとんど食べない

13.1
50.3
34.0
2.6

10.0
45.0
44.3
0.7

魚介類 ほぼ毎日食べる
週３回以上
週１、２回
ほとんど食べない

7.1
44.4
46.3
2.2

5.0
34.3
52.8
7.9

＊

卵 ほぼ毎日食べる
週３回以上
週１、２回
ほとんど食べない

31.8
31.3
30.6
6.3

30.0
23.6
37.1
9.3

大豆製品 ほぼ毎日食べる
週３回以上
週１、２回
ほとんど食べない

16.8
39.5
39.2
4.5

15.0
31.4
44.3
9.3

牛乳 ほぼ毎日食べる
週３回以上
週１、２回
ほとんど食べない

39.9
19.0
15.7
25.4

38.6
17.1
20.0
24.3

果物 ほぼ毎日食べる
週３回以上
週１、２回
ほとんど食べない

18.3
37.3
36.6
7.8

16.4
30.7
35.0
17.9

＊

海藻 ほぼ毎日食べる
週３回以上
週１、２回
ほとんど食べない

13.8
38.5
41.4
6.3

10.7
27.9
47.8
13.6

食物摂取頻度得点
平均±標準偏差

27.6±4.9 25.7±5.4 ＊＊＊

いも類 ほぼ毎日食べる
週３回以上
週１、２回
ほとんど食べない

10.1
37.3
47.0
5.6

9.3
27.1
52.9
10.7

緑黄色野菜 ほぼ毎日食べる
週３回以上
週１、２回
ほとんど食べない

33.6
37.3
25.0
4.1

25.0
33.6
34.3
7.1

＊＊＊

淡色野菜 ほぼ毎日食べる
週３回以上
週１、２回
ほとんど食べない

38.8
42.5
15.7
3.0

25.7
37.2
31.4
5.7

＊

頻度

「ほぼ毎日」４点、「週３回以上」３点、「週１、２回」２点、「ほとんど食べない」
１点として個人別に得点を算出した。最高は40点。

各項目の群間差　χ2検定
食物摂取頻度得点についてはｔ検定
***:p<0.001
*:p<0.05

食事の満足度に関連した項目
家族関係

群間差バランス群
n＝268

極端群
n＝140

食生活満足度 とても満足
やや満足
あまり満足していない
満足していない

40.4
48.0
9.4
2.2

22.9
52.8
21.4
2.9

＊＊＊

食事の楽しさ とても楽しい
やや楽しい
あまり楽しくない
楽しくない

54.1
44.0
1.9
0.0

37.1
51.4
7.9
3.6

＊＊＊

食事のおいしさ とてもおいしい
ややおいしい
あまりおいしくない
おしくない

61.2
37.7
1.1
0.0

36.4
57.9
4.3
1.4

＊＊＊

食事の自己評価 問題がない
あまり問題がない
やや問題がある
問題がある

9.0
36.6
44.7
9.7

11.4
27.9
42.8
17.9

食生活への関心 十分関心がある
やや関心がある
あまり関心がない
関心がない

17.9
56.0
22.4
3.7

24.4
32.4
32.4
10.8

＊＊＊

食事の満足度得点
平均±標準偏差

15.8±1.7 14.8±4.1 ＊＊＊

表７．食事の満足状況

上記５項目について、食事の満足状況が高い回答（各項目の最上段の回答）から順
に４，３，２，１点とし、個人別に算出。最高20点。

各項目の群間差　χ2検定
食事の満足度得点についてはｔ検定
***:p<0.001

％ ％ ％ ％
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といえる。食事の満足度状況については、

バランス群は極端群に比べ、食事の満足度

が高い者が多かった。

これらの結果から、バランス群、つまり

家族関係が良好な高校生のほうが、食行動、

食事満足度からみた食生活は、良好である

ということが本研究から考えられた。その

背景を考えてみると、家族関係は生まれて

から現在までの長い時間をかけて形成され

てきたものであり、育った家庭環境の蓄積

であるといえる。従って川崎2）も指摘してい

るように、家族関係が良ければおのずと家

族と食卓を楽しく囲み、栄養バランスの良

い食事を調え、家族で食卓を囲むことを大

切にする家庭環境、すなわち親の子どもへ

の配慮や関心の高さが小さいころからあっ

たと考えられる。つまり、高校生になって

家族との関わりは小さくはなったが、今ま

で培われてきた食事を大切にするという姿

勢が、現在の食生活の良好さと結びついた

のではないかと思われる。

今回は男女をわけずに検討してきたがバ

ランス群に女子が多かったことから、家族

関係だけでなく食事づくりについてなどは

性差によるものも含まれていたことから今

後、男女別に検討する必要がある。

また、家族関係については心理学の分野

で開発された円環モデルを用いて群分けを

行ったが、日本語版については改善の余地

が残っているという問題点が指摘されてい

るので、今後は、他の家族関係に関する尺

度を用いて、本研究と同様の傾向がみとめ

られるか、検討していきたいと考えている。

本研究を行うにあたり、ご協力を賜りま

した諸先生方に感謝致します。

なお、本研究の一部は第49回日本栄養改

善学会（沖縄）で発表した。
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